
報忍

会
　
報

史
学
研
究
会
　
五
月
例
会

　
五
月
一
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
於
京
大
文
．
学
部
第
一
教
室

小
中
心
集
落
の
構
造

西
村
　
睦
男
氏

　
返
年
施
行
さ
れ
た
町
村
合
併
は
、
明
治
期
に
施

な
“
さ
坐
い
た
そ
れ
に
！
）
ら
べ
て
、
　
都
山
巾
　
（
中
心
集
“
浴
）

を
中
心
と
す
る
合
併
が
多
か
っ
た
こ
と
を
特
色
と

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
交
通
機
関
の
発
達
に
と
も

な
っ
て
、
商
業
・
金
融
・
行
政
・
サ
…
ビ
ス
な
ど

の
中
心
機
能
が
ま
す
ま
す
都
市
に
集
中
し
、
都
市

と
農
村
と
の
結
び
つ
き
が
、
き
わ
め
て
強
く
な
っ

て
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
傾
向
は
、
今
後
さ

ら
に
そ
の
度
を
加
え
て
い
く
も
の
と
変
わ
れ
る
か

ら
、
現
在
編
成
さ
れ
て
い
る
行
政
…
区
域
が
妥
惑
な

も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
、
こ
こ
で
検
討
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。

　
中
心
集
落
を
核
に
も
つ
行
政
区
域
の
設
定
法
と

し
て
、
こ
こ
で
は
商
欄
を
と
り
あ
げ
て
み
た
。
商

鐵
設
定
法
と
し
て
最
も
理
想
的
な
も
の
は
買
物
調

査
で
あ
る
が
、
そ
の
資
料
を
と
と
の
え
る
の
は
容

易
で
な
い
か
ら
、
よ
り
簡
便
な
方
法
で
設
定
す
る

こ
と
を
考
え
て
み
る
α
そ
の
方
法
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。
い
ま
、
A
・
B
二
つ
の
中
心
集
落
の

勢
力
が
ρ
”
σ
の
比
の
関
係
に
あ
る
と
す
る
と
き
、

両
中
心
集
落
の
エ
リ
ア
の
｛
撹
界
は
、
ア
ポ
ロ
ニ
ゥ

ス
の
円
の
定
理
を
転
用
し
て
、
A
・
B
か
ら
の
距

離
の
比
が
く
刹
二
＼
司
の
関
係
に
あ
る
の
点
軌

跡
と
な
る
。
こ
の
軌
跡
は
、
．
両
中
心
集
落
の
勢
力

を
諺
V
切
と
す
れ
ば
、
B
の
が
わ
に
お
い
て
猫
か

れ
る
円
と
な
り
、
こ
の
円
内
が
B
の
エ
リ
ア
、
円

外
が
す
べ
て
A
の
エ
ジ
ア
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
、

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
中
心
集
落
の
勢
力
の

求
め
方
で
あ
る
が
、
そ
の
方
法
と
し
て
、
中
心
集

落
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
活
動
量
を
算
出
し
て
み
た
。

こ
れ
は
、
　
基
本
的
に
は
立
地
係
数
　
（
い
o
O
9
¢
o
昌

の
蝦
。
訟
。
暮
）
の
概
念
を
適
用
し
て
書
出
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
方
法
に
も
と
づ
い
て
、
山
口
県
の

各
中
心
集
落
の
尚
鯛
を
設
定
し
、
そ
れ
を
置
物
調

査
に
よ
っ
て
え
ら
れ
た
結
果
と
比
較
し
て
み
た
。

そ
の
結
果
、
中
心
集
落
の
オ
ー
ダ
ー
と
、
位
澄
に

よ
っ
て
、
商
圏
が
構
成
さ
れ
、
そ
れ
に
も
と
づ
い

て
行
政
区
域
の
再
編
成
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
村
）

イ
ラ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
農
村
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
末
尾
　
至
行
氏

　
こ
れ
は
一
九
六
四
年
の
京
都
大
学
第
五
次
イ
ラ

ン
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
学
術
調
査

に
、
応
地
利
明
記
と
と
も
に
、
地
理
班
員
と
し
て

参
加
し
た
際
の
調
査
の
概
報
で
あ
る
。
今
次
の
調

査
目
的
は
、
乾
燥
地
域
で
の
農
牧
業
・
農
村
の
実

態
を
知
る
こ
と
．
に
あ
っ
た
。
そ
の
学
的
に
応
じ
、

一
方
で
は
可
能
な
限
り
行
程
を
広
汎
に
し
て
広
域

な
デ
ー
タ
の
蒐
集
を
は
か
り
、
他
方
で
は
若
干
の

農
村
を
選
択
し
て
平
冠
経
済
・
家
族
構
造
に
至
る

ま
で
の
、
農
村
社
会
経
済
構
造
に
関
す
る
デ
ー
タ

を
採
集
し
た
。
八
月
五
日
か
ら
九
月
三
日
ま
で
は
、

カ
ラ
チ
を
出
発
し
て
ハ
イ
パ
ル
峠
に
歪
る
西
パ
キ

ス
タ
ン
国
内
の
旅
行
に
費
し
た
。
う
ち
八
月
九
田

か
ら
十
三
日
ま
で
は
、
イ
ン
ダ
ス
平
原
に
立
地
す

る
シ
ン
ド
地
方
の
ダ
ム
ラ
ハ
ー
村
（
ラ
ル
カ
ー
ナ
近

郊
）
に
滞
在
し
、
カ
ル
ワ
ー
ル
部
落
に
つ
い
て
集

約
的
な
聴
取
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
イ
ン
ダ
ス
の

運
河
灌
概
に
よ
る
米
作
を
基
盤
と
し
た
村
で
あ
る
。

ま
た
、
ハ
イ
バ
ル
峠
に
到
達
す
る
以
前
に
、
ク
ウ

ェ
タ
、
ス
ワ
ー
ト
、
チ
ト
ラ
ル
、
デ
ィ
ー
ル
も
訪

れ
た
。
い
ず
れ
も
イ
ン
ダ
ス
…
平
原
の
範
囲
を
こ
え

た
高
原
、
出
遣
の
農
村
地
帯
で
あ
る
。
つ
い
で
ア
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フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
滞
在
は
、
九
月
三
日
か
ら
十
一

月
五
日
ま
で
、
ニ
ヵ
月
余
に
及
ん
だ
。
当
初
九
月

十
七
日
か
ら
十
月
二
日
ま
で
の
十
六
日
間
は
、
ヒ

ン
ズ
ク
シ
山
脈
以
北
の
、
い
わ
ば
ト
ル
キ
ス
タ
ン

平
原
の
南
縁
に
位
置
す
る
、
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ハ
イ
村

（
ク
ソ
ド
ゥ
ズ
近
郊
）
に
定
着
し
た
。
　
ク
ン
ド
ゥ
ズ

川
か
ら
引
水
す
る
用
水
路
に
よ
っ
て
養
わ
れ
、
綿
、

メ
ロ
ン
、
ス
イ
カ
、
米
、
小
麦
、
ア
ル
フ
ァ
ル
フ

ァ
等
を
栽
培
す
る
タ
ジ
ッ
ク
族
の
村
で
あ
る
。
隣

の
タ
ジ
ッ
ク
と
ウ
ズ
ベ
ッ
ク
が
混
住
す
る
コ
ル
バ

ン
ナ
ザ
ー
ル
村
と
あ
わ
せ
、
約
五
十
戸
の
農
家
に

つ
い
て
個
別
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
あ
と
、

ク
ソ
ド
ゥ
ズ
か
ら
西
方
ヘ
ラ
ー
ト
へ
、
ヘ
ラ
ー
ト

か
ら
ヒ
ン
ズ
ク
シ
山
脈
を
東
へ
縦
断
し
て
カ
ブ
ー

ル
へ
、
カ
ブ
ー
ル
か
ら
南
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
廻
り

の
道
を
ヘ
ラ
ー
ト
へ
と
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ほ

ぼ
全
域
を
踏
査
し
た
。
特
に
ヒ
ン
ズ
ク
シ
縦
断
の

経
験
は
貴
重
な
も
の
が
あ
っ
た
。
最
後
に
イ
ラ
ン

の
旅
行
は
十
一
月
五
日
か
ら
十
二
月
二
十
九
日
ま

で
約
ニ
ヵ
月
に
及
ん
だ
。
う
ち
十
一
月
二
十
九
日

か
ら
十
二
月
十
二
日
ま
で
の
二
週
間
は
、
テ
ヘ
ラ

ン
東
方
一
二
〇
キ
ロ
の
ア
ミ
ラ
バ
ー
ド
村
（
ガ
ル

ム
サ
ー
ル
近
郊
）
に
滞
在
し
た
。
エ
ル
ブ
ル
ズ
山
脈

南
麓
の
漢
流
分
岐
に
よ
る
河
州
灌
概
の
村
で
、
イ

ラ
ン
高
原
の
村
の
一
典
型
で
あ
る
。
綿
、
メ
ロ
ン
、

小
麦
を
主
作
と
し
、
園
圃
制
を
と
り
、
近
時
の
農

地
改
革
前
ま
で
二
人
の
大
地
主
に
よ
っ
て
所
有
さ

れ
て
い
た
そ
の
形
骸
を
、
未
だ
生
々
し
く
と
ど
め

て
い
る
。
こ
の
滞
在
の
前
後
に
は
ゴ
ル
ガ
ン
、
ギ

ラ
ン
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
ル
ー
リ
ス
タ
ソ
等

を
踏
査
し
た
。

　
今
次
の
調
査
で
は
調
査
目
的
に
そ
っ
て
、
農
村

生
活
を
対
象
に
八
ミ
リ
映
画
を
撮
影
し
た
。
今
回

の
発
表
で
は
表
題
に
そ
っ
て
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
村
」
、
「
晩
秋
の
イ
ラ
ン
」
の
二
巻
を
上
映
し
、

梨
耕
、
脱
穀
、
放
牧
、
レ
ン
ガ
造
り
、
番
水
作
業
な

ど
の
模
様
を
紹
介
し
た
。
な
お
調
査
結
果
の
詳
報

は
お
っ
て
別
に
出
版
す
る
予
定
で
あ
る
。
（
末
尾
）

六
月
例
会

　
六
月
五
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
於
　
京
大
文
学
部
第
一
講
義
室

最
近
の
宮
吐
発
掘
調
査
報
告

一
、
長
岡
京
の
発
掘
調
査
　
．
中
山
　
修
一
氏

　
（
発
表
内
容
は
、
論
文
と
し
て
、
近
く
本
誌
に

　
掲
載
予
定
）

二
、
平
城
宮
の
宮
域
の
問
題
　
工
藤
　
圭
章
氏

　
平
城
軍
国
の
発
掘
調
査
は
奈
良
国
立
文
化
財
研

究
所
に
よ
っ
て
引
続
い
て
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、

山

糎臨ρ・
泌

嚢
．

弱
詳無

風
義

・
騒
恥

東
面
中
門
外
の
遺
構
群

現
在
第
二
十
七
次
の
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

最
近
の
調
査
は
宮
域
の
範
囲
を
確
認
す
る
こ
と
に

主
力
を
お
い
た
調
査
で
あ
っ
て
、
南
面
中
央
の
朱

雀
門
を
は
じ
め
、
平
安
宮
で
は
陽
明
・
待
賢
・
談

天
・
藻
壁
の
専
門
に
相
当
す
る
、
東
面
の
北
門
・
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流会

中
門
、
西
面
の
南
門
・
中
門
の
寄
船
と
そ
の
周
辺

が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
朱
雀
門
や
西
面
の
里
門
に

つ
い
て
は
、
推
定
し
た
位
置
で
門
基
壇
の
基
礎
地

業
が
検
出
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
門
は
五
型
三
戸
の
門

で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
東
面
で
は
ま
だ

明
瞭
に
門
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
遺
構
が
発
見
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
東
面
北
門
外
の
井
戸
・
泉
屋

聡

購n“to，，護
脳

れ
て
い
な
い
。
県
域
東
面
の
調
査
で
は
、
さ
ら
に

東
一
坊
大
路
と
推
定
さ
れ
る
地
域
も
調
査
し
た
が
、

大
路
の
位
置
で
諸
遺
構
が
発
見
さ
れ
、
今
ま
で
方

剤
町
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
宮
域
に
つ
い
て
、
新

し
く
問
題
が
生
じ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
東
一
坊
大

路
の
調
査
の
概
略
を
報
告
し
て
宮
域
の
問
題
を
述

べ
た
い
。

　
東
面
北
門
外
の
調
査
で
は
、
一
坊
大
路
東
辺
で

掘
立
柱
建
物
、
中
央
で
井
戸
・
泉
屋
と
そ
れ
ら
の

排
水
溝
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
井
戸
の
南
部
で
は

土
樽
か
ら
百
点
に
お
よ
ぶ
木
簡
が
出
土
し
た
が
、

こ
の
中
に
は
米
・
酒
に
関
係
す
る
も
の
や
造
酒
司

の
名
が
記
載
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
出

土
層
位
か
ら
考
え
る
と
井
戸
・
泉
屋
と
同
時
期
の

木
簡
に
な
る
。
紀
年
銘
の
あ
る
木
簡
か
ら
検
討
す

る
と
、
こ
れ
ら
の
遺
構
は
少
く
と
も
神
亀
末
年
に

は
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
て
、
造
酒
司
に
関

係
す
る
も
の
で
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

　
東
築
中
門
外
の
調
査
で
は
両
側
に
南
北
に
と
お

る
溝
を
設
け
た
大
路
の
中
央
で
、
井
戸
と
そ
の
四

周
を
長
方
形
に
囲
む
玉
石
敷
の
溝
が
発
見
さ
れ
、

ま
た
こ
の
北
部
で
南
に
孫
庇
の
あ
る
七
里
二
間
の

掘
立
柱
建
物
と
五
間
三
間
の
掘
立
柱
建
物
が
併
列

し
て
発
見
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら

の
建
物
が
存
在
し
た
時
期
に
は
大
路
と
し
て
の
機

能
は
な
か
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
こ

れ
ら
の
遺
構
の
時
期
は
平
城
宮
創
設
当
初
か
ら
か

ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
大
路
中
央
で
発
見

さ
れ
た
建
物
は
時
期
が
遅
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
左

京
二
条
二
塁
一
坪
に
相
当
す
る
地
域
の
一
部
も
調

査
さ
れ
、
こ
こ
で
は
三
間
＝
　
の
門
と
施
粕
さ
れ

た
導
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
一
・
二
・

七
・
八
坪
の
方
二
町
が
台
地
状
を
呈
し
、
重
要
な

遣
構
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
。
　
「
続
紀
」
に
み
え

る
東
院
玉
殿
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
以
上
職
域
の
東
辺
の
調
査
で
は
一
蓋
大
路
の
位

置
に
多
く
の
遺
構
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
宮
城
整
備
に
伴
っ
て
官
衙
が
宮
域
外
に

も
た
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、

あ
る
い
は
宮
域
が
方
八
町
以
上
あ
っ
た
か
問
題
で

あ
る
。
東
の
法
華
寺
と
宮
城
と
の
間
の
地
域
、
こ

の
場
所
は
平
安
宮
で
は
諸
官
衙
の
町
が
あ
る
場
所

で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
平
城
宮
で
も
こ
の
地

域
は
宮
関
係
の
場
所
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
ぞ
う

で
あ
る
。
東
面
の
諸
門
は
今
後
の
調
査
で
位
置
が

明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
現
在
で
は
、
八
世

紀
後
半
に
お
い
て
宮
城
東
辺
の
一
匹
大
路
が
路
と

し
て
の
機
能
を
停
止
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
事

実
と
し
て
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
（
工
藤
）
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学
界
消
息

最
近
の
古
墳
調
査

　
1
　
将
軍
山
古
墳

地
名
　
大
阪
府
茨
木
市
帝
威

調
査
者
　
茨
「
木
市
教
育
委
員
会

期
聞
　
石
室
の
調
査
と
移
転
　
昭
和
三
九
年
八
月

　
　
　
一
日
よ
り
九
月
一
〇
癖

　
　
　
墳
丘
お
よ
び
周
辺
の
古
墳
　
昭
和
三
九
年

　
　
　
四
月
二
六
R
［
よ
・
り
六
曜
月
二
〇
日

　
竪
穴
式
石
室
　
以
前
小
林
行
雄
博
士
の
調
査
さ

れ
た
際
、
未
調
査
に
な
っ
て
い
る
部
分
を
調
査
し

た
。
石
室
は
、
古
墳
の
主
軸
と
直
角
の
方
向
に
、

長
さ
約
六
・
五
m
、
幅
跳
一
m
、
賞
圃
さ
　
・
五
m

の
底
部
に
粘
土
床
を
有
す
る
竪
穴
式
石
室
で
、
側

壁
は
結
晶
片
岩
を
積
み
上
げ
、
天
井
石
は
大
小
二

枚
の
石
英
閃
緑
岩
と
硬
砂
岩
を
用
い
て
い
る
。
粘

土
床
と
側
壁
の
間
か
ら
鉄
鎌
・
銅
鐡
・
刀
子
な
ど

が
若
干
出
土
し
た
。
な
お
こ
の
石
塞
は
、
当
古
墳

の
北
側
の
鎌
足
古
墳
と
よ
ば
れ
て
い
る
横
穴
式
石

室
墳
の
西
側
に
移
築
さ
れ
て
い
る
。

　
墳
丘
・
全
長
約
一
一
〇
皿
、
後
円
坐
堅
約
八
O

m
、
前
方
書
幅
約
四
三
m
の
前
方
後
円
墳
、
前
方

部
は
三
段
に
築
成
さ
れ
て
い
る
。
要
石
は
よ
く
残

っ
て
お
り
、
各
段
と
も
最
下
部
に
は
大
き
い
栗
石

を
お
き
、
そ
れ
に
沿
っ
て
小
さ
い
石
を
上
に
向
っ

て
葺
い
て
い
た
。
上
段
・
中
段
に
は
円
筒
埴
・
輪
列
、

く
び
れ
部
で
は
、
茶
臼
山
式
土
器
の
底
部
を
原
位

置
で
確
認
し
た
。
な
お
、
朝
顔
形
円
筒
櫨
輪
以
外

に
動
物
埴
輪
の
一
部
が
検
出
さ
れ
た
事
が
注
目
に

値
す
る
。

　
周
辺
の
古
墳
　
前
方
部
の
墳
丘
外
側
で
後
円
部

石
室
と
岡
種
の
石
材
を
使
用
し
た
小
型
の
箱
式
石

棺
（
長
さ
約
八
O
m
・
醤
三
〇
i
四
〇
m
）
が
遣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

物
を
伴
わ
ず
に
発
見
さ
れ
た
。
ま
た
前
方
部
の
前

方
に
三
基
、
後
陰
部
の
北
西
に
一
基
、
計
四
基
の

横
穴
式
石
室
を
有
す
る
小
円
墳
が
調
査
さ
れ
た
が
、

い
ず
れ
も
盗
掘
を
う
け
て
破
壊
い
ち
じ
る
し
く
、

須
恵
器
・
装
身
具
。
馬
具
な
ど
を
若
干
出
土
し
た

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
2
　
藤
の
森
古
墳
・
蕃
上
出
古
墳

大
阪
府
南
河
内
郡
美
陵
町
野
中

大
阪
府
営
ポ
ン
プ
場
建
設
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
る

二
古
墳
の
事
前
調
査
で
あ
る
。
大
阪
府
水
道
部
の

委
託
を
受
け
て
、
西
谷
正
ら
が
、
昭
和
四
〇
年
二

月
皿
五
月
か
ら
三
月
三
〇
日
ま
で
行
な
っ
た
。

　
藤
の
森
古
墳

　
癒
廻
天
皇
陵
の
陪
塚
で
あ
る
。
薩
径
約
二
四
m
、

円
墳
で
周
囲
に
は
幡
約
闘
m
の
濠
を
め
ぐ
ら
し
て

い
る
。
墳
丘
に
は
斜
面
に
葺
石
が
葺
か
れ
、
裾
に

は
円
筒
埴
輪
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。
墳
頂
部
に

は
形
象
埴
輪
も
あ
っ
た
ら
し
く
、
家
や
楯
の
植
輪

が
採
集
で
き
た
。
約
三
m
の
高
さ
に
盛
土
さ
れ
謁

土
内
か
ら
、
南
に
開
口
す
る
横
穴
式
石
室
が
発
見

さ
れ
た
。
板
状
片
岩
で
で
き
た
石
室
判
読
に
は
赤

色
顔
料
が
塗
布
さ
れ
て
い
た
。
玄
室
長
さ
約
三
・

五
m
、
幅
約
一
・
五
m
、
羨
道
輪
三
一
m
、
羨
道

長
約
○
・
八
～
○
・
九
m
の
規
模
で
、
高
さ
は
約

一
・
五
m
ま
で
、
持
送
り
な
が
ら
積
ま
れ
て
い
る
。

　
石
室
内
は
す
で
に
盗
掘
さ
れ
て
い
た
た
め
遺
物

は
完
全
な
形
で
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
で

も
、
　
鉄
剣
、
　
鉄
轍
撚
、
　
鉄
¶
二
子
、
　
短
田
－
、
　
ガ
ラ
ス
玉
、

ガ
ラ
ス
製
勾
玉
、
金
銅
製
三
輪
玉
な
ど
が
発
見
さ

れ
た
。
盗
掘
の
際
に
掘
り
上
げ
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
轡
が
墳
丘
斜
翻
か
ら
採
集
で
き
た
。
年
代
は
、

遺
物
の
整
理
後
で
な
け
れ
ば
正
確
な
こ
と
は
い
え

な
い
が
、
5
世
紀
代
で
あ
る
こ
と
は
関
ら
か
で
あ

る
。　
蕃
上
山
古
墳

　
藤
の
森
古
墳
の
西
方
三
五
〇
m
の
と
こ
ろ
に
あ

る
古
墳
で
あ
る
。
墳
丘
は
直
径
約
二
四
隙
し
か
現

存
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
円
墳
か
方
墳
か
を
確
認

す
る
た
め
に
、
周
囲
を
調
査
し
た
結
果
、
全
長
約

150　（628）



消息界

層
一
二
m
、
円
形
部
径
童
話
【
O
m
、
方
形
蔀
蠣
門
約
二

六
m
の
帆
立
貝
式
古
墳
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

周
囲
に
は
さ
ら
に
誓
約
四
m
の
壕
を
め
ぐ
ら
し
て

い
た
。
中
世
以
前
に
古
墳
が
破
壊
さ
れ
、
周
壕
が

埋
め
立
て
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
時
に
内
部
主
体

は
完
全
に
剃
平
さ
れ
た
ら
し
く
、
現
在
残
る
墳
丘

内
か
ら
は
な
に
も
発
見
で
き
な
か
っ
た
。

　
埋
め
立
て
ら
れ
た
壕
内
に
は
、
古
代
か
ら
中
世

に
及
ぶ
遺
物
と
と
も
に
土
器
類
が
混
入
し
て
い
た

ほ
か
、
日
輪
が
多
数
採
集
で
き
、
リ
ン
ゴ
二
二
○

此
位
の
破
片
を
得
た
。
櫃
輪
の
な
か
で
、
著
し
い

も
の
に
は
、
巫
女
三
輪
三
欄
、
蓋
四
個
、
月
一
耀
、

楯
一
個
、
冑
・
肩
甲
・
短
甲
を
装
備
し
た
武
人
三

輪
二
悩
な
ど
が
あ
っ
た
。

　
年
代
を
推
定
さ
せ
る
も
の
は
埴
輪
だ
け
で
あ
る

が
、
5
世
紀
代
の
古
墳
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違

い
な
い
。
位
醒
的
に
も
、
規
模
が
大
き
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
独
立
し
た
古
墳
で
広
神
陵
の
陪
塚
で
は

な
い
だ
ろ
う
。

　
3
　
塚
原
古
墳
群

　
大
阪
府
高
槻
布
塚
原
は
O
o
ノ
ニ
ρ
同
製
に
よ
っ
て

は
じ
め
て
紹
介
さ
れ
て
以
来
、
梅
原
末
治
博
士
に

よ
っ
て
も
熾
掻
さ
れ
、
大
阪
府
下
に
の
こ
る
数
少

な
い
古
墳
時
代
後
期
の
群
集
墳
で
あ
り
、
現
在
ま

で
に
九
〇
基
確
認
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
最

近
の
宅
地
造
成
や
研
究
所
建
設
な
ど
で
一
部
が
破

襲
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
昭
湘
三
七
年
三

月
～
三
九
年
ご
一
月
の
三
年
に
わ
た
っ
て
高
槻
布

教
育
委
員
会
の
主
催
で
、
西
谷
正
が
担
当
し
た
事

前
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
一
一
基
発

掘
さ
れ
た
が
、
と
く
に
塚
原
三
九
号
墳
で
は
、
石

室
築
造
の
際
の
墓
城
や
天
瀬
が
現
確
、
に
さ
れ
た
。

塚
原
四
二
号
墳
で
は
，
、
石
室
の
解
体
作
業
と
並
行

し
て
、
石
室
構
築
法
が
追
求
さ
れ
、
古
墳
の
築
造

法
が
か
な
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
る
。
塚
原

三
九
号
墳
は
茨
木
市
見
付
由
古
墳
と
石
室
プ
ラ
ン

が
一
致
し
て
い
る
事
実
や
、
塚
原
三
九
・
四
「
∵

三
六
号
墳
・
見
付
山
古
墳
の
そ
れ
ぞ
れ
の
間
に
は

石
材
架
構
法
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

そ
こ
に
専
門
の
墓
作
り
集
団
の
存
在
を
推
定
さ
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
塚
原
八
八
号
墳
で
は
、
玄
室
内
の
底
面
に
円
篤

二
輪
や
馬
形
・
家
形
堰
輪
を
割
っ
て
敷
い
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
填
輪
の
意
義
が
全
く
失
わ
れ

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
羨
道
か
ら
外
へ
導

か
れ
る
排
水
路
も
発
見
さ
れ
た
。
出
土
晶
に
つ
い

て
は
、
明
治
以
来
の
石
材
採
取
を
録
的
と
し
た
盗

掘
で
、
石
室
内
部
が
、
い
ち
じ
る
し
く
撹
乱
さ
れ
、

完
存
し
て
い
な
い
。

　
そ
れ
で
も
、
多
数
の
須
恵
器
の
ほ
か
、
馬
具
・

滑
石
製
紡
錘
車
・
水
晶
製
切
子
玉
・
埋
木
製
箪
盤

玉
・
碧
玉
製
管
［
玉
・
ガ
ラ
ス
…
製
小
玉
・
金
面
・
銀

鎧
・
鉄
剣
・
鉄
刀
子
・
鉄
鎌
・
鉄
鎌
な
ど
が
検
出

さ
れ
て
い
る
。
6
世
紀
後
半
か
ら
7
世
紀
初
葉
の

年
代
の
も
の
。

　
4
　
塚
穴
虫
古
墳

地
名
　
奈
良
県
天
理
市
勾
田
，

調
査
者
　
窯
催
老
　
天
理
大
学
、
握
嶺
者
　
近
江

昌
司
・
白
木
原
和
美
・
西
谷
真
治
・
金
関
恕

期
間
　
昭
和
三
十
九
年
九
月
十
日
～
四
十
年
二
月

｝
臼

遺
構
　
径
約
六
五
m
、
現
高
六
米
の
円
墳
。
幅
約

｝
三
・
五
m
の
周
藻
の
一
部
が
残
る
。
主
体
は
全

長
一
六
・
五
m
の
大
き
な
横
穴
式
石
室
で
、
玄
室

の
長
さ
七
m
、
帳
三
m
、
羨
道
は
両
袖
式
で
三

二
・
六
阻
。
天
井
石
は
す
べ
て
失
な
わ
れ
て
い
た

が
推
定
高
約
三
米
。
石
材
は
瞑
大
な
花
歯
岩
を
使

用
す
る
。
玄
室
の
床
は
大
形
の
平
石
を
敷
き
つ
め
、

そ
の
下
は
暗
渠
と
な
っ
て
、
羨
道
の
中
央
部
を
通

っ
て
濠
に
通
じ
て
い
る
。
玄
室
か
ら
凝
灰
岩
製
の

組
合
式
石
棺
の
残
片
が
発
見
さ
れ
た
。

遣
物
　
銀
線
巻
鉄
刀
柄
破
片
一
、
鉄
鎌
一
、
土
師

器
壷
二
、
土
師
器
高
雄
　
、
須
恵
羅
欝
欝
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年
代
　
七
三
紀

そ
の
他
　
墳
丘
内
か
ら
中
壁
の
火
葬
墓
労
基
、
お

よ
び
室
町
時
代
宋
期
に
古
墳
の
石
材
を
利
用
し
て

つ
く
ら
れ
た
お
び
た
だ
し
い
石
塔
類
が
出
土
し
た
。

　
5
　
金
比
羅
凶
古
墳

地
名
　
京
都
府
宇
治
市
広
野
町

期
間
　
昭
湘
三
九
年
八
月
二
一
日
よ
り
十
月
一
七

日
ま
で

調
査
者
　
京
都
府
文
化
財
保
護
課
主
催
、
吉
本
三

岳
担
当

　
宅
地
造
成
に
よ
る
下
汐
の
た
め
事
前
調
査
と
し

て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
墳
丘
は
径
約
四
〇
m
の
円
墳
で
、
半
周
す
る
外

法
は
墳
丘
と
東
側
の
背
後
の
丘
陵
と
を
隔
て
い
る
。

墳
丘
に
は
暮
石
が
し
か
れ
、
そ
の
最
下
段
に
沿
っ

て
壌
馬
鐸
簡
列
が
墳
丘
を
一
周
．
し
て
い
る
。
更
に
、

西
側
で
は
、
痘
線
的
な
配
列
を
も
つ
約
三
〇
個
の

埴
輸
円
筒
列
が
あ
る
。

　
第
一
櫛
、
墳
頂
平
坦
蔀
の
中
央
に
位
置
す
る
全

長
約
八
m
の
粘
土
榔
。
胃
内
に
は
、
径
一
五
・
七

の
舶
載
の
斜
縁
二
神
二
獣
鏡
（
銘
－
暦
乍
明
尭
霞
有

紀
愚
人
長
命
宜
孫
子
大
吉
）
と
玉
璽
（
硬
玉
勾
玉
・
碧

玉
勾
玉
・
碧
玉
管
玉
・
ガ
ラ
ス
小
玉
）
、
棺
外
粘
土
中

よ
り
、
櫛
・
鉄
器
類
約
五
〇
点
が
出
土
し
た
。

　
第
二
棚
…
第
一
榔
の
西
側
に
壌
を
接
し
て
位
置
。

壌
底
周
縁
に
挑
水
溝
を
設
け
て
い
る
が
外
部
に
は

通
じ
て
い
な
い
。
粘
土
榔
中
に
埴
翌
翌
箇
縮
を
埋

蔵
し
て
い
る
。
棺
は
、
突
帯
に
よ
る
綾
杉
文
様
を

も
つ
長
さ
一
・
六
三
m
、
径
五
五
㎝
の
円
筒
都
の

両
端
に
、
高
さ
二
五
㎝
、
径
六
〇
㎝
の
半
球
形
の

蓋
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
棺
内
よ
り
碧
土
管
玉
、

側
転
粘
土
中
よ
り
鉄
製
農
工
具
類
約
手
〇
点
が
出

土
し
た
。

　
籏
輪
棺
　
墳
丘
裾
都
の
壌
輪
円
筒
列
中
に
二
体
、

北
側
外
堤
上
に
一
体
、
以
上
三
体
出
土
し
た
。
い

ず
れ
も
埴
輪
円
筒
あ
る
い
は
朝
顔
形
埴
輪
を
転
用

し
た
も
の
で
、
長
さ
も
一
m
前
後
、
遺
物
や
人
骨

は
全
く
見
ら
れ
な
い
。

　
6
坊
主
虫
一
号
墳
・
二
号
墳

地
名
　
宇
治
市
広
野
町
穿
山

期
間
　
二
号
墳
　
聯
繋
三
九
年
五
月
一
五
日
～
六

月
二
三
日
　
一
号
墳
　
八
月
二
六
日
～
九
月
一
六

嗣調
査
者
　
京
都
府
教
育
庁
文
化
財
保
護
課
　
堤
圭

三
郎
担
当

　
一
号
墳
は
宅
地
造
成
、
二
号
墳
は
墓
地
拡
張
．
に

よ
る
破
壌
の
た
め
事
前
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

南
北
に
走
る
洪
積
丘
陵
の
東
か
ら
西
へ
の
び
る
海

抜
五
＋
m
の
一
支
脈
に
、
東
か
ら
一
号
墳
（
前
方
鋤

後
髪
）
・
鞍
馬
・
三
号
墳
（
躊
）
と
並
び
、
一
6

．
南
の
金
比
羅
山
古
墳
と
一
群
を
形
成
す
る
。
　
　
　
魏

　
　
〔
一
号
墳
〕
全
長
四
五
m
、
後
二
部
径
二
七
m
、

前
方
部
嬢
一
八
m
の
西
面
の
前
方
後
円
墳
で
、
一

段
の
円
筒
埴
輪
列
が
墳
丘
裾
を
闘
題
す
る
他
、
墳

丘
上
か
ら
人
物
二
輪
（
手
）
形
象
埴
輪
（
鶏
頭
）
が

検
出
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

　
第
一
榔
　
後
円
部
に
長
三
・
六
m
、
輻
六
〇
m

の
二
本
の
蟻
慢
を
有
す
組
合
式
木
棺
が
、
壌
を
設

け
ず
に
埋
鐙
さ
れ
て
い
た
。
木
棺
は
墳
丘
主
軸
と

六
〇
度
の
方
向
に
あ
り
、
南
枕
で
あ
る
。
（
三
m
）

櫨
内
か
ら
は
、
金
環
・
碧
玉
製
の
勾
玉
と
管
玉
．

水
鹸
製
の
劔
子
王
と
丸
型
・
ガ
ラ
ス
製
の
丸
玉
と

小
玉
・
銅
釧
・
鉄
斧
・
澄
刀
・
金
銅
製
三
輪
玉
・

胡
鐡
・
鉄
鎌
…
、
棺
外
か
ら
は
子
持
台
付
壷
．
壷
．

銅
鈴
・
鉄
矛
と
石
突
・
馬
引
（
鉄
地
金
銅
牌
杏
葉
な
、

ど
）
が
出
土
し
た
。
年
代
は
六
世
紀
前
葉
と
考
え

ら
れ
る
。

　
第
二
遊
鳥
に
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
よ
る
削
平
中
、

後
門
高
東
斜
画
か
ら
、
第
一
榔
と
薩
角
の
方
向
に

厚
一
〇
㎝
の
白
砂
を
床
と
し
て
敷
い
た
だ
け
の
簡

単
な
埋
葬
施
設
が
見
出
さ
れ
た
。
増
等
の
須
恵
器

　
の
調
葬
品
か
ら
、
年
代
は
六
抵
紀
後
半
と
、
考
え
ら

　
れ
る
。



消息会学

　
　
〔
二
号
墳
〕
現
存
径
二
藁
m
、
高
さ
一
二
m
の
円

墳
で
、
葺
石
二
輪
等
は
存
し
な
い
。
墳
頂
部
に
主

軸
を
南
北
の
方
向
に
持
つ
埋
葬
施
設
が
、
爽
西
に

並
ん
で
二
榔
検
出
さ
れ
た
。

　
西
榔
　
上
底
蔀
五
・
六
磁
×
二
・
四
m
、
下
底

部
四
・
六
m
×
一
・
九
蹟
、
深
さ
二
・
二
m
の
塘

内
に
木
椿
を
埋
概
し
て
後
、
灰
色
土
褐
色
土
を
交

互
に
穣
み
重
ね
て
い
る
。
三
本
の
蟻
横
を
有
す
組

合
式
木
槙
は
、
木
口
に
蒲
鉾
型
粘
土
塊
が
つ
め
ら

れ
、
そ
れ
に
よ
り
・
盆
長
一
二
・
三
m
、
幡
八
O
m
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
六
〇
㎜
と
い
う
木
棺
の
規
模
が
判
明
す
る
。
調

葬
晶
は
、
須
恣
器
（
台
付
長
頸
壷
．
提
瓶
．
壷
）
、
金

環
、
礁
刀
、
鉄
鐡
、
刀
子
、
装
身
具
と
思
わ
れ
る

金
鋼
板
が
あ
っ
た
。
櫨
外
遺
物
に
杯
が
あ
る
。
遺

物
の
位
置
よ
り
北
枕
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
北
側

粘
土
塊
が
北
方
に
行
く
に
つ
れ
、
河
原
石
を
上
に

．
敷
き
、
高
く
な
っ
て
土
麟
簗
颪
に
続
い
て
い
た
。

　
東
榔
　
長
さ
五
m
、
幅
二
m
、
深
さ
○
・
煮
m
の

壌
内
に
、
長
さ
一
二
・
O
m
、
輻
○
・
七
m
の
組
合
式

木
棺
を
型
置
し
た
土
壌
墓
で
あ
る
。
棺
床
北
部
に

は
、
歯
二
体
分
と
各
々
に
伴
う
銅
環
と
硝
子
製
小

玉
を
綴
る
鉄
環
各
一
対
が
出
土
し
た
。
牝
枕
の
二

体
合
葬
の
中
の
一
体
は
女
性
と
判
明
し
た
。
人
骨

片
の
他
に
、
硝
子
製
小
玉
・
土
製
丸
玉
・
沈
思
の

付
着
し
た
鉄
鎌
一
括
・
有
蓋
堵
の
副
葬
晶
が
存
し

た
。
北
．
側
と
南
側
に
須
恵
器
（
柑
・
杯
・
有
蓋
高
塔
）
、

馬
具
（
鍍
具
・
鎖
）
が
悉
無
さ
れ
て
い
た
が
、
城
中

に
土
を
埋
め
渓
す
際
の
祭
羅
に
用
い
ら
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
墳
帯
封
土
中
、
広
範
闘
に
大
形
壷
・

壷
・
曲
調
・
高
杯
・
圷
等
の
須
恵
器
の
破
片
が
散

在
し
て
い
た
が
、
埋
葬
後
の
祭
縄
に
用
い
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
爾
榔
と
も
六
世
紀
後
半
と
考
え
ら

れ
る
が
、
須
恵
器
の
形
式
か
ら
判
断
す
る
と
、
僅

か
に
酉
榔
が
先
行
す
る
様
で
あ
る
。

　
7
　
梶
塚
古
壌

地
名
　
京
都
府
久
世
郡
城
陽
町
平
川

調
査
者
　
主
催
春
　
京
都
府
教
育
委
員
会
、
担
当

者
　
酉
谷
真
治
・
白
木
原
和
美
・
近
江
昌
司
・
堤

圭
三
郎

翔
間
　
昭
和
三
十
九
年
七
月
十
六
日
～
二
十
三
日

遺
構
　
久
津
馬
車
塚
古
墳
の
北
西
六
〇
米
に
位
置

す
る
方
墳
。
二
段
に
築
成
さ
れ
、
　
一
辺
の
長
さ
三

二
m
、
復
原
高
約
四
m
。
裾
は
約
○
・
六
m
の
高

さ
ま
で
ク
リ
石
を
も
っ
て
葺
か
れ
て
い
る
。
墳
丘

の
・
東
半
が
酬
平
さ
れ
た
た
め
、
主
体
部
は
ほ
と
ん

ど
破
壊
さ
れ
て
お
り
、
千
枚
岩
質
頁
岩
を
も
っ
て

構
築
さ
れ
た
竪
穴
式
石
室
で
あ
る
こ
と
が
か
ろ
う

じ
て
知
ら
れ
た
。
石
室
は
盛
土
に
あ
ら
た
め
て
浅

い
墓
壌
を
掘
り
そ
の
内
部
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。

　
遺
物
　
滑
石
鎌
三
、
不
明
晶
一
、
鉄
製
小
形
鍬

一
　
一
以
」
∴
、
　
鎌
六
以
上
、
　
銑
四
丁
以
上
、
　
擁
護
鎌
一

一
以
上
、
　
刀
子
三
一
以
上
、
　
鈎
状
工
具
五
以
上

（
鉄
製
品
は
す
べ
て
ミ
ニ
ュ
ア
チ
ュ
ア
）
、
一
壌
輪
捌
（
家
、

蓋
、
震
、
靱
）
破
片

年
代
　
五
世
紀

　
8
　
長
池
古
墳

地
名
　
京
都
府
久
世
郡
城
陽
三
寿
田
上
ノ
芝

調
査
者
　
主
催
者
　
京
都
府
教
育
委
員
会
、
担
当

者
　
白
木
原
和
美
・
酉
谷
真
治
・
近
江
昌
司
・
堤

圭
三
郎

期
間
　
昭
和
三
十
九
年
八
日
六
日
～
十
八
臼

遺
構
　
平
野
に
の
ぞ
む
丘
陵
の
末
端
に
位
増
す
る
。

墳
丘
は
爽
隣
の
方
向
を
も
つ
前
方
後
円
に
ち
か
い

形
を
し
て
い
る
が
、
人
工
的
に
整
形
さ
れ
た
も
の

か
否
か
は
凝
わ
し
い
。
爽
颯
約
五
〇
m
、
西
側
の

後
円
丘
に
あ
た
る
部
分
の
径
三
〇
m
、
高
さ
六
m
、

東
端
の
輻
一
・
闘
m
、
漸
零
点
頂
と
東
側
低
平
部

の
比
高
は
約
三
m
。
主
体
は
西
側
墳
頂
に
二
基

（
第
一
、
館
二
主
体
）
、
東
側
低
平
部
に
一
基
（
五
三

主
体
）
あ
り
、
い
ず
れ
も
南
北
の
方
向
を
と
る
。
・

第
一
主
体
は
地
山
を
長
さ
一
・
五
m
、
傭
○
・
四

五
m
の
大
き
さ
に
わ
ず
か
に
掘
り
く
ぼ
め
、
内
部
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お
よ
び
周
辺
に
白
色
粘
土
を
敷
い
た
も
の
で
、
粘

土
蒲
に
は
朱
が
塗
布
さ
れ
て
い
る
。
第
二
主
体
は

第
一
主
体
の
東
側
に
鍍
し
、
こ
れ
を
一
部
分
切
断

し
て
つ
く
ら
れ
た
、
長
さ
約
五
m
、
輻
約
二
m
の

不
整
な
長
方
形
の
壌
で
あ
る
。
両
者
と
も
墳
頂
の

剛
平
お
よ
び
盗
掘
に
よ
っ
て
、
正
確
な
構
造
を
知

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
第
三
主
体
は
地
山
を
掘
り

こ
ん
だ
長
さ
四
・
五
m
、
北
端
の
幅
一
・
八
m
、

南
端
の
幅
一
・
五
m
、
深
さ
約
○
・
九
m
の
壌
で
、

完
全
な
状
態
で
遺
存
し
て
い
た
。

　
遺
物
第
一
主
体
須
葱
器
増
一
（
内
部
）
小

形
銅
鏡
一
、
鵜
玉
管
玉
二
、
　
土
師
羅
高
杯
破
片

（
外
部
）
簾
二
主
体
　
金
銀
二
、
銀
空
玉
二
、
銀

空
玉
一
、
　
琉
珀
玉
一
六
以
上
、
　
珊
璃
小
玉
一
、
　
須

恵
器
蓋
杯
五
、
壷
一
、
増
二
、
第
三
主
体
　
銀
環

二
、
鉄
刀
子
一
、
鉄
鎌
八
、
須
恵
器
台
付
壷
二
、

増
二
、
蓋
杯
九
、
土
師
器
壷
一
（
以
上
内
部
）
須
恵

器
杯
四
（
塘
…
の
北
辺
）

年
代
　
六
幾
紀

　
9
　
御
堂
ケ
池
群
集
墳

地
名
　
京
都
市
右
京
区
梅
ケ
畑
向
地
町

調
査
者
　
京
都
府
教
育
委
員
会
、
堤
坐
三
郎
担
当

宅
地
造
成
、
道
路
敷
設
に
よ
る
破
壊
の
た
め
に
調

査
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
全
部
で
ニ
ニ
基
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
中
で
、

保
存
の
確
定
し
て
い
た
第
一
号
墳
を
除
き
、
調
査

を
お
こ
な
う
こ
と
の
で
き
た
の
は
六
基
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
径
一
〇
m
前
後
の
円
墳
で
、
内
部
は
比

較
的
小
さ
い
石
材
を
涌
い
た
横
穴
式
石
蜜
で
あ
る
。

六
基
と
も
す
で
に
盗
掘
を
う
け
て
天
井
石
を
す
べ

て
失
い
、
内
部
撹
乱
の
痕
跡
が
い
ち
じ
る
し
か
っ

た
。
遺
物
は
、
須
恵
器
・
装
身
具
・
釘
・
調
子
な

ど
の
他
に
、
若
干
の
人
骨
が
残
存
し
て
い
た
。

　
構
築
上
注
目
に
値
す
る
の
は
第
二
二
号
墳
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
径
約
＝
二
m
の
円
墳
で
、
内
部
に

は
全
長
六
・
七
m
の
両
袖
式
石
室
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
羨
道
部
の
側
壁
が
外
方
に
向
っ
て
延
長
さ
れ
、

左
右
に
八
の
宇
状
に
開
い
て
連
続
し
て
い
た
築
で

あ
る
。
そ
の
長
さ
は
約
二
m
、
二
～
四
段
に
石
を

積
み
重
ね
た
高
さ
は
約
一
m
で
、
石
室
の
側
壁
と

異
な
り
、
最
下
段
の
石
か
ら
少
し
ず
つ
ず
ら
し
て

階
段
状
に
横
積
み
に
し
て
、
壁
禰
と
し
て
は
傾
斜
・

を
示
し
て
い
た
。
羨
道
入
口
部
を
明
確
に
し
、
入

口
部
の
左
右
の
墳
丘
の
裾
を
劃
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
墳
丘
を
隠
縫
す
る
痕
跡
は
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
。

　
な
お
、
こ
の
群
集
墳
巾
最
大
の
規
模
を
も
つ
第

一
号
墳
は
そ
の
ま
ま
保
存
、
第
一
三
号
墳
は
第
一

号
墳
の
隣
接
地
に
石
室
の
み
．
を
移
築
し
た
。
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